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1. 開題
学問の歴史に名を残すようなひとは，たとえ入門的な概説書に一度か二度，
ごく簡単な記述とともに顔をだす程度であっても，その生涯は公私にわたって
波瀾をきわめているばあいがすくなくない。とりわけそのひとの業積が，それ
を評価する時点ではあまりに常識的なことにすぎないばあいや，またその人の
業績がその学問のその後の進路の中心からはずれているようなばあい，あるい
はその人以後により偉大な人物がでて，そのひとの目指した事柄をふくめて，
より体系的でかつ画期的であると（その業絨がだされた時点においてもまたそ
の後においても）される業績をあげたようなばあいには，そのひとの名は専門
の領域においても忘れさられてゆくことが往々ある。ここで取りあげようとす
るブルーノ・ヒルデブラント (Bruno Hildebrand 1812~1878) もまたそう
いう人物のひとりであろう。どのような簡便な入門書であれ，いやしくも経済
学の歴史を対象にしたものであれば， かれの名をどこかで見出すことができ
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る。しかしまたかれのために一章を割くものが，日本やイギリス，アメリカで
出版されたものに限らず，かれの生地ドイツにおいても極めて僅かしかみいだ
しえなくなっているのも事実である。しかもかってはヒルデブラントが最後に
奉職していたイエナ大学は， 当時のドイツ語圏の若い経済学者にとっては，
「巡礼地」 とさえなっていた。 もちろんそれには現代の日本では考えられな
ぃ，特殊ドイッ，オーストリア的な大学事情があったのも事実ではあるが，こ
のことを別にしてもかれは当時の経済学界あるいは学界という枠を越えて，社
会科学者として第一人者であったことを知る事実は数多くある1)。それであり
ながらかれの息子の一人一一彫刻家となって令名をはせ近代ドイツ彫刻の父と
までいわれている—―ーについては立派な伝記2) も書かれているのに，かれにつ
いては僅かな追悼言や思出の記以外には，かれの生涯を具体的に知る資料とて
ない。そのためもあってか，ヒルデブラントについての記述は，日本語文献な
どでは， しばしば不正確なものが目立ち，さらにひどいばあいは，それがその
まま他の書物に受け継がれるといったことさえおこっている。この小論はその
ような現情をふまえて，いささかなりともかれの全体像を正確に伝えたいとい
う意図から計画されたものである。
もともとこの小論はわたしが別に予定している翻訳書の解説の一部として書
きはじめられたものである。しかしその仕事をすすめるうちに，わたしが現在
みいだしうる資料の範囲では種々の点で不明確なものがあまりに多いことに気
1)そのことは 1878年ヒルデウ方ラントが死去したときの， 娘婿ヨハネス・コンラート
(Johannes Conrad)の追悼の辞がよく示している。 「この知らせ（ヒルデブラント
の死去……筆者）が伝わるにしたがって， かれが仕事をしていたところだけにかぎら
ず，全ドイツにおいて，いやそれどころかわれわれの祖国の境界を越えて示された哀悼
の意はすべて，われわれが蒙った損失がいかに大きいかを十分に示している。」
2) A. Heilmeyer, Adolf van Hildebrand, 1902 v. 1922. 
W. Hausenstein, Adolf van Hildebrand, 1947. 
また G.v.Jachmannによって K.Fiedlerとの書簡集も編集 (1927)されている。
最近では BayerischeAkadem1e der Schonen Kiinsteから Adolfvan Hildebrand 
and seine Welt (1962)がだされている。いずれも未見。
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付き，各専門領域からのご教示を求める必要を痛感するようになった。そこで
ここでは各事項の典拠をあきらかにし—わたしがはじめに予定したものは
「解説」という性質上，いちいち註をつけるという体裁はとられていない一一
わたしが現在問題として残している部分を明らかにするようにつとめた。それ
とともにかれの伝記がほとんど知られていないので，わたしが調べ得た点につ
いてはやや網羅的なまでの紹介をしておこうとおもう。いやしくもそれが伝記
である以上，その人物がまさになし遂げた諸事実，諸行為がなにかしら必然の
ものであるような印象を与えうる事実を中心に展開してゆくことが期待される
のであろうが，それにはより詳細な資料が必要であろう。わたしの仕事は，そ
のための第一段階的資料整備にすぎない。すでに他のひとによって明らかにさ
れている第一次資料についても，それが新聞記事であるようなばあいは，残念
ながら未だ手元に揃えていないのが実情である。その意味ではこの小論は従来
数行で説明されていたかれの略伝を数ページに引きのばしたものにす起ないこ
とをあらかじめおことわりしておく。ただし各節の表題にもみられる如<'ぁ
る人の学説の内容や形式を，その人の全人間像とその人の生きた国とその時代
との関連でみてゆこうとするばあいに必要な知識社会学的接近については，こ
れを念頭においたつもりではある。
2. ヒルデプラントとブルシェンシャフト
ここでいうプルシェンシャフト (Burschenschaft)i) とはいうまでもなく
一定の運動を志向するドイツの学生団体の呼称である。歴史的には最初1791年
にひとつの大学の学生全体に対する呼称として用いられたが，ヒルデプラント
の世界観，国家観に多大な影響を与えたプルシェンシャフトはそのような学生
の総称 (Studentenschaft)ではなく，特定の学生政治団体としてのそれであ
る。 ドイツでは他に，日本の村の青年団のような組織に対してもこの呼称が用
1)プルシェンシャフトの記述については，多くを DerGrosse Brock Haus, Wiesbaden 
1954に負っている。
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いられるが，•このばあいはもちろんそれとは関係がない。かれがプルシェンシ
ャフトに加入するのは1832年，かれが20オの時のことであるので，まずそれま
でのかれの略歴を紹介しておこう。
ヒルデプラントは1812年3月6日，現在は東ドイツ CDDR)の領域になっ
ているチューリンゲン山地の近く，ザーレ河の峡谷に位置する町，ナウムプル
ク(Naumburg)で裁判所の書記である父のもとに生れた。父母についての詳
しい経歴や，兄弟についてはわたしは知らない。しかしかれについて「生粋の
チューリンゲン人」2)という表現が用いられているので， 少なくも父母もチュ
ーリンゲンの人であることはまちがいないであろう。ナウムブルクは現在ハレ
地区ナウムプルク郡の中心都市であり，戦後の統計では人口 4万余ということ
である。周囲はライ麦とプドウを中心生産物とした典型的なプロイセンの農村
地帯である。．ザー＇レ河の峡谷をすこしさかのぽるとケーゼン (Kosen)という
小さな塩泉のある町がある。名所といえばその塩泉とナウムプルクの旧市内に
ドーム
ある司教座聖堂ぐらいである。この建物は13世紀から14世紀にかけて建築され
たものであるがロマネスク様式からゴチック様式への移行をしめす建物として
は代表的なものである。
かれは自立心のつよい子として育った。両親は新教徒であり，かれは宗教的
雰囲気のつよいなかで育てられたが，かれが両親から受け継いだのはチューリ
ンゲン人独特の快活さと，同時に両親たちのきまじめさとだけであった。両親
はかれに神学を学ばせようとしていtこが，かれは未だ14オでありながら，両親，
が知らないうちにケーゼンにあるシュールプフォルタ (Schulpforta) の入学
試験を受け，奨学金の受領資格さえとっていた。かれは古典研究に関心をもっ'
ていたが，このザクセン選帝侯モリッツが創立した 3つの Fiirstenschuleの
ひとつ Schulpfortaもまたラテン語，・ギリシャ語教育を・中心とするいわゆる
2) Johannes Conrad, Bruno Hildebrand, JahrbヽcherfiヽrNationalokonomie und 
Statistik, 30. Bd., Jena 1878, S. I. ・ 
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humanistisches Gymnasiumであった。こうして独立心の強い少年は両親
ーを説得し，古典教育を中心とした人文主義的な教育を成人するまで受けるので
あるが，このケーゼンでの生活はかれのその後の人生に直接間接に大きな影響
を与えることとなる。この独立心と旺盛な精力とは先天的なものではあるが，
決っして土地や人から受け継いだものではなく，まさにかれじしんを特徴づけ
るものであった。しかしこのシュールプフォルタでの力寸れの生活についてはい
かなるエピソードも伝えられていないようである。
シュールプフォルタをでた年にかれはライプチヒ大学に入学する。最初の学
期は両親の願いをいれて，神学部に登録するが，はやくも次の学期には哲学部
へ移っている。ともに1832年のことである。かれは哲学部では哲学，言語学，
歴史学を研究した。一方かれは素朴な政治的関心からライプチヒのプルシェン
シャフトに加盟する。ここでいまいちど話をプルシェンシャフトの方へ戻すこ
とにする。 1815年6月12日イエナ大学の同郷人会 (Landsmannschaft) がプ
ルシエンシャフトとして組織された。この時以来プルシェンシャフトといえば
特定の社会的， 政治的目標をかかげ， それを一般学生に普及させようとする
学生団体の呼称となった。そのような動きはこれよりも前に， リュッツォウ男
爵 (AdolfLiitzow 1782~1834)が解放戦争の時に組織した義勇団に参加し
たヤーン (1778~1852Turnvater (体操の父）の称号を受けている）や，その他
の学生によって推進されていた。 1815年のプルシェンシャフトも， それらの
運動に参加してきた人々によって指導されたものであったので， ドイツ国民
の国家的統一の要求といった政治的目標以外にも，従来の粗野な学生気質の改
善なども目標のなかに組みいれられていた。イエナ大学に端を発っしたこの運
動はたちまちにしてドイツ全土の大学に普及した。この運動はライプチヒ会戦
(Volkerschlacht)の4周年記念日 (1817年10月18日）に開かれたヴァルト
プルク祭 (Wartburgfest)の時に最高頂に達した。 ヴァルトプルク城の名前
からも明らかなように，この祭典はマルチン・ルッターによる宗教改革 (1517
年）の300周年をも同時に記念するものであった。 しかしこの時に行われた指
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導者たちの愛国的熱狂的な演説や，とくに反動的な書物やシンボルの焼捨てs)
という行為は政府当局の不信感を買う原因になった。翌年の Bursehen tagは
イエナで開かれたが，ここで全ドイップルシェンシャフト (AllgemeineDeu-
tsche Burschenschaft)が成立した。それを表わす色が金色のオークの葉と
ともに黒ー赤であった。これがのちにドイツの国民的統一のシンボルとしての
三色旗になる。このころより当局とくにメッテルニヒのプルシェンシャフトに
対する敵意が高まり，コッツェプゥー4) (August Kotzebue 1761~1819)の
プルシェンシャフト員による暗殺を契機に扇動運動 (demagogischeBewe-
炉ng)として取締りの対象となり会は解散させられた。 1827年， バムベルク
(Bamberger Burschentag)において組織は秘密裏に再建されるが，絶えず
当局の迫害をうけていた。ヒルデプラントが1832年に加入したのはこの再建さ
れたプルシェンシャフトであった。このブルシェンシャフトの運動はかなり過
激なものであるとともに，その政治的スローガンもきわめて急進的なものであ
った。したがってヒルデプラントが政治上の言論，出版の自由やあるいはまた
ドイツの国民的統一を希望していたとしても，この会のいまひとつの目標であ
った共和制の実現をも考えていたかどうかは疑問である。ともかくはっきりと
3)それはプロイセン槍騎兵の上衣やヴィーン軍隊の指揮棒であった。この行為はもちろ
んルターの破門状焼却を想起させるものである。
4)ワイマール生れのかれは，その地で20オになるまえに弁護士の資格をえたが，すぐに
ロシアヘ向った。そこでは高い名誉と富を得 (1785年にはツアーにより貴族に列っせら
れている）， 1795年には故郷に戻り文筆家としてすごしていた。 1797年にはウィーンで
宮廷詩人になっていた。しかし数年後ロシアにおいて政治的嫌疑をうけシベリアにおく
られたが，すぐに名誉を回復，ペテルスプルクで演劇関係の仕事に従事，その後皇帝の
死によってワイマールに一時戻っていたが，ゲーテに排斥されベルリンで反ゲーテ，反
ロマン主義的な出版物をだしていた。ナボレオンの侵略の時には，また各地に逃げ，こ
れに反対する文筆活動をつづけた。 1813年にはまたもロシアに迎えられ枢密院顧問官と
なったが，その後，視察官としてドイツに派遣された。その折にプルシェンシャフトの
愛国的理念や自由主義的な思想に反対するような言辞を公表し， ロシアヘの帰国の途中
熱狂的なイエナの一学生によって暗殺された。
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革命団体として断圧の対象となっていた当時のブルシェンシャフトに加入する
ことは，非常な勇気と決断を必要とする行為であったことは事実である。ヒル
デブラントは将来や現在の境遇のことを考えることもなく，この活動に参加し
ている。このように直情的であり，しかもひとつごとに熱中する性格，そして
一度やりかけると，じぶんの身の安全や保身に頓着しないような行為に，われ
われはかれの後半生にもしばしばであうことができる。かれは大学に入った年
に開かれたブルシェンシャフトの集会 (Hambacher Festゃ Frankfurter
Demonstration) に参加したという理由だけで官憲の追求をうけることにな
る。ヒルデプラントはライプチヒからブレスラウに逃がれ，当地の大学で研究
をつづけるとともに兵役義務を果そうとした。しかもかれは当地で拘留処分を
受け取り調べられている 5)。ちなみにベルリンの高等法院 (Kammergericht)
は1834年からの 2, 3年の間に約200人の学生に革命行為を理由に有罪判決を
下している。しかしヒルデブラントはこの時，起訴されなかった校様である。
かれは第三学期の途中でブレスラウ大学に移り， しかもそのあと相当長く拘留
されはしたものの "DeVeterum Saxonum Republica"「サクソン共和国の古典
作家について」と題する二部からなる論文を1836年に発表することによって，
学位を得るとともに同時に歴史学の謡師に任命されている。したがって24オの
ヒルデブラントはまず歴史家として学界に登場したことになる。かれとともに
旧歴史学派経済学の代表者とされるロッシャー (Wilhelm Roscher 1817 ~ 
1894)も，クニース (KarlKnies 1821~1898) もその点では同じような経歴
を歩んでいる 6)。 この時代かれは生活費を補うためにブレスラウの実業学校
5)すでにカールスバードにおいてなされた決議とそこでだされた法律によりプルシェン
シャフトに関係したなどの理由により一大学を追われた学生は， ドイツの全大学から締
めだされ，大学に職を得ることも禁じられていた。したがって遠くシュレージェンの地
においてであれ，かれが学業をつづけえたのはかれが急進的な思想の持主でないことが
認められたためではないだろうか。ちなみに 20Druckbogen. 以下の雑誌や書籍の検
閲が強化されたのもこの時に施行された出版法による。
6)ヨハネス・コンラートは「ブレスラウではかれより後には G.Kriesが，そして40年
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で， ドイツ語と歴史を教えている。また一時的には大学の図書館に地位を得た
こともあるが，かれはそこで特別の関心をもって仕事に励んだということであ
る。そして1839年には ausserordentlicherProfessorに昇進している。かれ
は24オの時に教職につき29オまでの 5年間プレスラウで教え， 1841年にはマー
ルブルク大学に移っている。以下この時期のかれの講義題目をみてみよう。か
れの主講義は「ドイツ中世近世史」であったが，すでに最初の年から，かれは
他に「歴史批判」と「スラヴ史の資料について」を講じた。後になるとさらに
「ドイツの古代遺物」，．「タキッスのゲルマーニア解説」等々といったものを講
義している。そしてすでに1838年には「ヘーゲルの歴史哲学について」を 2回
無料で講じている。 1840年の夏学期には「歴史哲学網要」を， 1838年の冬から
40年にかけては初めて「政治学」を講義対象にとりあげている。その年の冬に
はさらに「国民経済学」を4回，公開で「ドイツの統計学」 （これはすでに経
済統計学といいうるものであった）を 3回行っている。したがってかれの経済
学者への転換はこの頃なされたものと考えることができる。 1841年の夏学期，
かれはまだプレスラウにおり， 「ドイツ史」を正規講義として担当した。それ
とともに財政学についても講義をおこなったが，それ以後かれは純粋の歴史学
講義をおこなわない叫
一方かれは大学を卒業するころから，哲学の頷域においてはヘルバート
(Johann Friedrich Herbart 1776~ 1841) を信奉するようになっている。
ヘルバートの影響は学問的には後年にまで及ぶことになるので，かれについて
は後に触れることにしたい。
最後にこの節を終るまえに，誕生から30オにいたる30年間，ヒルデプラント
代の初めにはマールプルクで C.Knies (CはKの誤まり……筆者）が……僅かの学期
ののち歴史学から経済学（の研究）に移っている」 (Conrad,a.a.O., S.V)という記述
をおこなっているが， G.Kriesという人物とヒルデプラントとの関係は明らかではな
い。 K.Kniesとの関係については後出。
7)ヒルデプラントの講義内容については， コンラートが各大学の要綱をもとに調べたも'
のである。 Vgl.ebenda, S.Xlf. 
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が生きたドイツの実情を簡単にみておきたい8)。この節でやや詳しく取りあげ
たプルシェンシャフトの運動もまた，それらの事情と密接にかかわりをもって
いるからである。
19世紀初期において，ヒルデプラントが育ったザクセンは政治的にも経済的
にもまた社会的にも重大な変革に直面していた。宴会と舞踏会に明けくれたウ
イーン会議 (1814.11~1815.6)もナポレオンのエルバ島脱出を契機に最終議
定書の成立にこぎつけ，プロイセンはザクセンの北半部を領有することになっ
た。しかしザクセンは以前としてプロイセンとオーストリアとの緩衝地薔とい
う政治的位置を保つこととなった。また同時にドイツ連邦が成立し， ドイツは
1806年に神聖ローマ帝国が解体していらい久々に政治的統一をなしとげた。と
はいえそれは38の主権国と 4つの自由都市をふくむものであり，しかもデンマ
ーク，オランダさらにはハノーヴァー王国とのつながりからイギリスといった
外国勢力をも連邦議会にくみいれるようなものであった。ここにヨーロッパは
ウィーンでの「正統主義」が生かされ王政復古（＝反動）の時代に突入する。
このような時代の流れは，強力な統一国家を希求していた国民一般に受けい
れられるものではなかった。かかる事情を背景にしてプルシェンシャフトの運
動が起り， 若者の心のなかに急速に浸透してゆくのである。それに対抗して
1810年代の終りから20年代にかけて自由主義運動と民族解放運動の抑圧の旗頭
となるのがメッテルニヒである。ブルシェンシャフトとメッテルニヒとの抗争
はこの関係を具体化した事例にすぎないとみることができる。穏健な自由主義
8)以下の記述は主として， GottfriedEisermann, Die Grundlagen des印storismus
in der deutschen Nationaliikonomie, Stuttgart 1956, bes. S.1-56., Heinrich 
Bechtel, Wirtschafts~und·Sozialgeschichte Deutsch/ands, W切schaftsstileund 
Lebensformen von der Vorzeit bis zur Gegenwart, Miinchen 1967. bes S. 313-319, 
および BrunoHildebrand, Die Nationaliikonomie der Gegenwart und Zukunft, 
Frankfurt a/M 1848, の序によった。ただし訳語については林健太郎編『ドイツ史』，
昭和45年（第1版昭和40年）および井上幸治責任編集「ヴルジョワの世紀』（「世界の歴
史」第12巻）昭和36年などを参照にした。その他の文献については参照文献の項を参照。'
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者であったにすぎないヒルデブラントにも政治的迫害がおよぶようになるの、
は，ひとえにメッテルニヒ（あるいはそれをささえた「神聖同盟」など）の極
端な反動性によるものである。そしてプルシェンシャフトの運動がザクセン・
ワイマールにおいてもっとも精力的に展開されたのは，この国において比較的
に自由の空気がみちていたからである。ヒルデブラントが青年期においてこの
ような雰囲気にそまって，政治的関心をいだき，また政治的自由主義の心情を
身につけてゆくことは容易に想像がつく。
1830年にフランス 7月革命が生じた。これはフランス国民のウィーン体制に
対する最初の勝利であったが，その影轡はドイツにもおよぶ。そしてザクセン
は1831年にいちはやく憲法制定に踏みきっている。
われわれはこの期間におけるザクセンの経済についてもみておく必要があろ
う。政治の領域で， 自由主義的理念あるいは解放戦争以後の国民主義の理念
が，国内の動向に決定的な役割を演じたのと同様に，それに対して決っして劣
らぬ程度に，経済的側面では以後のドイツの経済発展を促した技術革新がこの
時代に芽ばえ，また展開しつつあった。 1785年には最初の蒸気機関がドイツに
導入されていた。フランス軍の侵入のあと，それの影響をうけて「自由主義
的」な経済立法がまずイエナにおいて，つづいて， Stein-Hardenbergの改革
によってプロイセンに実施された。そしてまさにこの時点で大陸封鎖 (1806~
1813)がなされた。これは育ちつつあったザクセンの繊維（木棉）産業にはむ
しろフ゜ラスの効果をあらわした。しかしそれも1814年以後，イギリス商品の氾
濫によってたちまち危機に頻することとなる。ここに自国産業保設のための関
税同盟の確立が叫ばれるようになる。もちろん領域を拡大したプロイセンは，
その過程で貨幣制度，度量衡制度などを整備しつつはあった。 1841年には保護
貿易の実施を強く主張する一書9)をフリードリッヒ・リストが公刊するが，そ
9) Friedrich List, Das nationale System der politischen Okonomie, Ed. I. Der 
internationale Handel, die Handelpolitik und der deutsche Zollverein. 
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れ以前に国内市場の整備は急速にすすんでいた。 38にもおよぶ国内の関税線は
プロイセンの大蔵大臣の主唱のもとに， 1833年の関税同盟 (Zollverein) の成
立によって解消していた10)。 しかし関税同盟の成立は国内の商品流通を円滑
にはしたが，それはイギリスとの競争からの保護を同時に意味するものではな
かった。リストの主張は少なくとも1841年公刊の著書ではその点に重点がおか
れていたのである。しかしそれは30年のちにようやく実を結ぶのであるが，そ
の時も関税同盟と同じく，国民的運動の結果といえるものではなかった。この
ような状況であったから日々の話題や新聞の記事は，新しい経済問題で満ちて
いたといってよい。ヒルデプラントもまたこの方面に関心をもち，したがって
またはじめみずからが志した学問分野とはことなって，経済学の領域へ接近し
ていったと考えられる。
3. ヒルデブラントとアカデミー・ムージウム
?
ここでいうアカデミー・ムージウム (AkademischeMuseum)とは， 1832
年にマールブルクで組織された社交上の教養・ 娯楽クラプの名称である。ヒル
デプラントは1841年の冬学期からヘッセン・カッセル選帝侯国に居を変え，マ
ールプルク大学の国家学教授に就任している。ここにおいてかれは形式的にも
歴史学や哲学研究から経済学研究に移るための足場を得たことになる。マー）レ
ブルクは小さな大学町であり， この社交クラプには町のほとんどすべての教
授，名士，学生が所属していたということであるから1),かれもまた同じ頃に
この大学に赴任していた 19世紀ドイツを代表する化学者ブンゼン (Robert
10)ザクセンおよびチューリンゲン地域の諸国は1828年に中ドイツ商業同盟を結成してい
たが， 1833年以前にプロイセンの勢力圏に入っていた。
1) Vgl. Carl Grunberg, Bruno Hildebrand iiber den Kommunistischen Arbeiter-
bildungsverein in London, Zugleich ein Beitrag zu Hildebrands Biographie, 
Archiv fur die Geschichte des Sozialismus tend der Arbeiterbewegung, Elfter 
Jahrgang, Leipzig 1925, S. 449 f. 
71 
384 闊西大學「継漬論集」第20巻第4号
Wilhelm Bunsen 1811~1899) らとともに大学への赴任と同時ぐらいにこれ
に入会していたであろう。当時マールプルクは人口 2万にも満たない町であ
り，大学の学生数も数年後に自然科学系の学部が創設されるまでは，せいぜい
2, 300人であったから 2), この社交クラプに入っていることは， 同時に町の
上流階級に属している証しにもなった。
ヒルデプラントはこの「アカデミー・ムージウム」を中心にしてプンゼンの
他にもジーベル (Heinrichvon Sybel 1817~1895) やツェラー (Eduard 
Zeller 1814~1908) といった著名な人々と交遊関係を結んでいる。
プンゼンは先にも述ぺたが，とくにプンゼン灯の発明で有名な化学者であ
る。ジーベルはランケの最も古い弟子であり，また『歴史学雑誌』 (Historische
Zeitschri/t)の刊行者として有名な歴史家である。 ツェラーはギリシヤ哲学史
の研究家として知られた哲学者，神学者であり，ともにヒルデプラントとあい
前後してマールプルク大学の教授職についている。
ヒルデプラントとアカデミー・ムージウムとの関係は，このようにかれのマ
ールプルクヘの赴任と同時にはじまったようであるが， 1844年そして45年の二
期，かれが大学の総長 (Prorektor)に選出されることによって， 同時にこの
会の会長に就任したときに，かれの気性や政治的傾向をはっきりと読みとるこ
とのできるような事件が生じる。 このエピソードはたしかに Vormarzの重
苦しい雰囲気のなかでは， In einem Glas Wasser kann es keine groBen 
Stiirme geben3)といわれてもしかたのない些細なことではあるが，かれの思
想背景をさぐるには，その後の1846年のかれの行動とともに，ヒルデプラント
ヒルデプラントの1845年， 46年の言動については主としてこの論文 (S.445-459)に
負っている。
2)マールプルク大学は最初のプロテスタント系の大学として (1527年に）創立されたも
のとして有名であるが，その学生数は1761年で31人， 1786年で150人という数字がこの
っている。
3) Grunberg, ibid, S. 447. 
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研究者にとっては極めて興味ぶかいものである。
385 
かれはこの大学では主として経済学，行政学および統計学を講じた。しかし
他にも短期間の自由開講科目としては，「国家学および官房学研究入門」， 「商
業論」，「財政学史および批判」， 「国家学百科全書」， 「貨幣ーおよび造幣制度
論」，「国家論」，「ヘッセンの経済法規について」，「英国の統計とヘッセンの統
計」，「政治・社会の時事問題」といった題目のもとに精力的な講義がなされ
た。これらの講義内容は，多くがその後のかれの著述のなかに結実してゆくの
であるが，とくに重要なことはこれらの講義によってかれがすでに「歴史的指
針」による経済学の改革を志していたことである。 1843年にゲッティンゲン大
学のロッシャーは「歴史的方法による経済学講義要綱』をだすことによって)
一般にドイツ歴史学派経済学の創立者とされてはいるが，この書はその序の部
分以外は極めて簡単な講義ノートであり eigentumliche, streng Jestgehaltene 
Methodeは，まさに血と肉をそなえていない bloBe(s)Gerippe4) の形で示
されているにすぎない。そしてロッシャーの当初 4巻本となることが予告され
た大著の第 1巻がでるのは，ヒルデプラントの主著の出版 (1848年）以後であ
るので，ヒルデプラントもまた固有の意味で「歴史的方法」の開拓者であると
いえよう。 ヒルデプラントは 1843年には「中世ドイツにおける史料編纂の特
徴」5)と題する論文を， 1845年には「クセ・ノフォンとアリストテレスの公経済
観」6)と題する著述を発表し・ている。かれは1841年の冬から翌年にかけてはや
くも公開討論会 (Disputatorium) を行ったりして教育者としても精力的に
ゼ;,.ター
．働いている。 3つの 4時間講義に 1つか 2つの演習を一学期に担当するといっ
4) Wilhelm Roscher, Grundri/3 zu Vorlesungen tber die Staatswirtschaft nach 
geschichtlicherMethode, Gottfogen 1843, S.1. 
5) Zur Charakteristik der Historiographie der Teutschen im Mittelalter, Neue 
Jahrb批加rder Geschichte und Politik von K.H.S. Politz, herausgegeben von 
Friedrich Biilau, Leipzig 1843. 
6) Xenophontis et Aristotelis de oeconomia publica doctrinae illustratae, Pars 
I . I,Marburg 1845. 
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たことはかれにとって珍しいことではなかった。 1842年には国家学の研究会を
組織したりして，かれの組織・行政の手腕は次第に目立ってくるようになる。
そして若冠32オにして， しかもマールプルクに招聘されてから僅か3年の後
に，かれは大学の総長の職につくことになる。かれの多忙な生活はこの時には
じまる。そして片足を学問の世界に，片足を実践（＝政治）の世界に踏みこむ
という生活もこの時にその端緒をみせるといっても過言ではない。かれはかれ
なりにこの生活をまっとうする 7)0
さてヒルデプラントの社交クラプの会長としての行動であるが，事件の発端
は1844年の冬に起った。ある会合でアカデミー・ムージウムにもいくつかの外
国新聞をそろえようという話がでた。そこでヒルデブラントは翌1845年のイー
スター休暇のおり，短い英国旅行のついでに，各種の一流の英字新聞をもちか
えった。そのことじたい問題になるべきことはなにもないのであるが，ここに
いまひとつの事件が重なって発生する。すでに述べたように1844年ヒルデプラ
ントが最初の総長職についた頃は政治的に不穏な時期であり，当局の大学に対
する干渉も強まっていた。とくに総長が元のブルシェンシャフト員であり，政
府に批判的な自由主義者であることはよく知られていたので，政府ははじめか
らかれに不信感を抱いていた。当局とくに公安委員会 (KurfiirstlichePoli-
zeikommission) は学生の扇動行為を取り締ろうとして， 大学側と夜10時以
後に学生が公道でアジ演説や合唱をおこなうことを禁ずる措置を取り決めた。
1845年1月 (28日）大学の評議員会は， 10時まえなら良俗に反しないかぎり，
学生のそのような行動も許されるべきだという内容のことを確認していた。
ところがその年の 6 月 (4 日）の夜—ヒルデプラントは当然復活祭旅行か
ら帰ってきており，もち帰えった新聞はすでにムージウムの図書室に陳列され
ていた―18人の学生が街中で「DeutscheFreiheit, deutsche Treue」 と
いう歌を大声でうたい，そのさい何度も「ドイツの自由万オ/」と叫ぶという
7)同じような表現は Conrad,ibid, S. IVにもみられる。
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事件が生じた。警視総監 (Polizeidirektor)ワンゲマンの命により全警察官と
憲兵隊が一晩中街を見張り， 指揮官は 10時以後路上にいるすべての学生を逮
捕するようにとの命令を下していた。そして現に10時半頃 1人の学生が拘引さ
れそうになり，あやう＜大学の夜警に救いだされた。公安委員会は大学に，以
前承認されていたような行為も極めて限られたばあいにしか許さないというこ
とを通告してきた。ヒルデプラントは大学の決定を受け入れるように説明し
た。さらに 6月10日には10時前であったが市場で多声合唱が行われたときもか
れは，これを規定通り許可したにすぎないと説明した。しかもかれはこの時同
時に文書をもって， 6月4日の行為についてのワンゲマンの処理のいきすぎに
抗議し，一般の警察官が歌詩の内容も充分理解しないで，良家の出である学生
達に政治的嫌疑をかけるのは不可解なことであり，まった＜軽卒なことである
と述べた。
このようにして大学総長と警視総監との間の争いはすすみ，両者の間の捜り
あいがはじまった。この時ひとりの警察官吏がワンゲマンが承知のうえで，し
かも噂によればかれに強要されて大学の近くに浴場を建てた。しかしそれは実
際には Bardellであった。それゆえにヒルデプラントは学生の道徳的健全さ
を守るために医学部のゾンネンマイスター教授によってしたためられた抗告状
CBeschwerdeschrift)をもってヘッセンの内務大臣に面会しようとした。ワ
ンゲマンはもちろん否定した。浴場は医師の勧告のもとに，大抵は身分の高い
人々である病人によってしばしば利用されているものであり決っして Freude-
Anstaltなどではない。みずからそこを訪れて確かめてある―これは偽り
である―とかれはカッセル（選帝侯国の首府）に報告している。ワンゲマン
はさらにかえす刀で訴追人ゾンネンマイスター教授を道徳的に中傷し，その罷
免を要求した。このような醜い争い（グリュンベルクの言葉を使えば Frosch-
Mausekrieg)は， ヒルデプラントが警視総監をアカデミー・ムージウムから
除名する提案をおこなったときに最高頂に達した。すでに前にのべたような事
情から，会からの除名は社会的な破門を意味した。
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しかしここでワンゲマンの方に有利な事態が生じた。ヒルデブラントが復活
祭の休暇後英国から持ちかえり，社交クラプの図書室に陳列した英字新聞のな
かにプラウンシュヴァイク公 (He;zogKarl von Braunschweig)が編集し
ている DeutscheLondoner Zeitungがふくまれていたが，これはヘッセン
／ では持ち込みが禁じられていた。ヒルデプラントのいうことが正しければその
禁令は正式に公布されたものではなかったようである 8)。しかもこの新聞の一
部にヘッセンの浴場についてのまちがった噂が記載されていた。そこでワンゲ
マンは1845年の6月の後半，すなわちヒルデプラントによる Abkanzlungの
あった直後，この願ったりかなったりの機会 (eingefundenes Fressen)を
とらえ，ただちに読書室の gefahrlicheNummer (der Zeitungen)を没収
し，しかもいくらかの欠号があるという理由でヒルデプラントを召喚した。そ
してヒルデプラントの私邸の家宅捜査が行われ，施錠されている部屋や棚をあ
けさせるために，ヒ}V.デプラントの抗議にもかかわらず強制的に鍵をボケット
からとりださせた。しかしこの家宅捜査からはなにもでてはこなかった。この
ことによっていたく名誉を傷つけられたかれはただちにこの問題を大学評議員
会に説明した。一方ワンゲマンは閣議でヒルデプラントをひきつづき審問する
ことを提案した。このことが契機で警察関係者の社交クラプからの除名の提案
がだされた。しかしこれは総会で取りあげられることはなかった。それより前
にかれがカッセルの政府へ報告に出向くと， 内閣からクラプの閉鎖が命ぜら
れ，会員の立入りが禁じられ，見張りが配置されたからである。これは年を越
した1846年の 1月5日の出来事であった。・
この緊急措置は日を経ずしてこの小さな町マールブルクに知れわたった。と
りわけ大学のなかでは大きな混乱をまきおこしていた。ヒルデプラントじしん
が懐古しているように，新聞もこの問題を大々的にとりあげていた。ヒルデプ
8) V gl.Hildebrand, Die Nationalokonomie der Gegenwart und Zukunft, Frankfurt 
a/M 1848, s. vn. 
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ラントと他の教授達，プンゼン，ギルデマイスター，ジーベル，ワイツは，す
でに 1月4日に会合をひらき，新しいクラプの創設について討議するととも
に，法原則と憲法の尊守によって違法を徹回することを求めた長い抗告状を内
閣あてに起草した。そのなかではまたワンゲマンの除籍提案は，当局の関与し
うる問題ではないということものべられていた。このような行為が事態を好転
させることは考えられなかった。すなわちはやくも 1月20日には先の措置がた
だちにとりおこなわれるべき決定がなされ，クラプの部屋は封印され，会員の
行動も制限をうけることとなった。
かれはそののちヘッセンの国会で，ワンゲマンによってなされた侮辱に対し
て訴えるとともに名誉回復を要求した。 しかしかれはかれの総長職の後任者
（ヒルデプラントは1844年と45年の二期間総長であったが46年， 47年は少なく
とも Prorektorではなかった。しかし Vice-Prorektorの職務を罷免される
のは正式には1847年の 1月である。）から処分を受け入れるように要求された
のみであった。かれは形式的にはこれを拒絶した，このようにヒルデプラント
と当局との争いは， 1846年に入っても完全に解決はしていなかったが，このよ
うな事態にあってなおかれは1846年の復活祭休暇もロンドンですごすことにな
る。かれがこのようにしばしば英国へ旅行したのは，ひとつにはドイツの三月
前期の政治的に重苦しい雰囲気を避け，自由な空気を吸うことが目的であった
ろうが，さらにあげうる事情としては，すくなくともこの1846年の春のロンド
ン滞在についていえば，主著の執筆スケジュールと関連して社会主義運動に対
する知識を得るためであったということが考えられる。
ヒルデプラントは1846年の4月14日にロンドンで「共産主義的労働者教育協
会」 (DerKommunistische Arbeiterbildungsverein)の会合に出席する。
この協会はワイトリンクが， 1844年の秋にロンドンヘきていらい—協会その
ものはドイツ人の亡命革命家シャッパー (KarlSchapper 1813~1870) らが
1839年にプランキの反乱に参加し，それが失敗したのちにロンドンで1840年に
つくったものである一一共産主義思想の情宣と教育に力をいれていた。ヒルデ
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プラントは友人の一人の紹介で，シャッパーの了解を得て，この協会が主催す
る啓蒙的な会合に出席する 9)。かれはその時の印象を書きとめたメモ10)の中
で，シャッパーのことを「黒い口髭を生やし，明る＜鋭い目をもち，横柄な態
度をした大きくて丈夫そうな 36オ位の男が入ってきた」「かれはわたしに対す
る応待では極めて控えめで，かつ友交的であったが，わたしは，かれがある種
の内的自負をもって，わたしが教授職にあることを見下しているのがよく感じ
とれた」などと描写している。かれはシャッパーを実際の歳よりやや老けてい
るように感じとってはいるが，その他の点ではヒルデプラントが感受性の強い
人柄であることがよく読みとれる記述である。この会合では時局問題として，
マドリットにおける反乱やメッテルニヒの外交政策の批判，あるいはアイルラ
ンドの農民問題等がシャッパーによって解説，報告されたのち，最近の会議録
が読みあげられ，最後に子弟教育と婦人問題についての討議がなされた。会議
が終了後かれはシャッパーと自由主義について語るとともに，他の会員と最近
のシュレージェンの織工の乱 (1844年）などについて意見を交換している。そ
してかれは図書室で何冊かの共産主義関係の書物を購入している。かれはその
なかでもとくにアウグスト・ベッカーの講演録『共産主義者は何を望んでいる
か』11)を共産主義を説得的に解説したものとして激賞している。この時の印象
9)この会合での鏃題は，すでに 3カ月程前にシャッパー，ワイトリンク，クリーゲ，プ
•フエンダーなどによって公式に議論されていたものであり，一般労働者に易しく解説す
るのが当夜の目的であった。Vgl. Max Nettlau, Londoner deutsche kommunistische 
Diskussionen, 1845. Nach dem Protokollbuch des C.A.B.U., Archiv fur die 
Geschichte des Sozialismus und der Arbeiterbewegung, Zehnter Jahrg.、Leipzig
1922, S.362-391. 
10)このメモはカール・グリュンベルクが直接ヒルデブラントの Enkelinである Frau
Berta V oigtlander-Tetznerが所有していた祖父の遺品のなかから譲りうけたもので
ある。なお Bertaはヒルデプラントの息子（多分長男であろう）Richard, Hildebrand 
の娘である。リヒアルトは最後はグラーツ大学の国家学教授として 1917年に死んでい
る。 Vgl.Grunberg, a.a.O., s:446. 
11) August Becker, Was wollen die Kommunisten? Eine Rede im Auszug vorge-
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やさらにはベッカーの書物は1848年に公刊されるかれの著書に大きな影響を与
えている 12)0
tragen vor einer am 4ten August 1844, im Lekal des s. g. Kommunisten-Vereins 
zu Lausanne, von Mitgliedern verschiedener Arbeitervereine abgehaltenen 
yersammlung, Lausanne 1844. 
12)かれの主著の126ページ（ゲーリッヒ編版では101ページ）以下につぎのような記述が
みられる。「これ（フラシスで新しく芽ばえた宗教的統一とカトリック教会の蘇生に結
びつこうどするフランス流の共産主義）に対してドイツ流 (diedeutsche Schule)の
ものは他の目的をめざしている。それはドィッ哲学の影響のもとに育ち，ためにその体
制案 (Organisatio~spliine) はフォイエルバハから出発した否定的でかつ人間学的な
(anthropologisch)宗教観と密接に結びつき，平等に分配された物的な幸わせという
ものよりはむしろ，各人があらゆる自己の精神的能力をより高い人類的自覚へと高め，
またその人格性を認識によって完全なものへと高めてゆける状況を求めている。そこに
はつねに人格の自由という古ゲルマン的原理がつらぬかれている。すなわち個人の精神
生活，個人の自由は揚棄されてはならず，むしろ逆に物的な障害から解放されなければ
ならないという原理が。この派 (Schule)の創始者は，祖国（ドイツ）の周辺に群って．
いるドイツ人の政治亡命者たちである。故郷から追放されたため，大抵のものは十分な
肉体力，精神力に恵まれてはいるもののあらゆる資力を奪われているために生存に対す
る闘いから脱することがなく，それゆえにより新しい時代を提示せねばならないまぎれ
もないプロレタリアーであった。かれらは大抵はドイツの大学で学び，抽象的な概念の
世界で教育をうけ，また思弁に対して根っからの基盤をもっている。かれらが外国で相
遇した新しい理念の領域は，かれらがある程度政治なるものを経験し， ドイツの大衆の
政治的夢想に対する鈍感さを知り，すでに国内の国家生活の改善に対しなにがしかの疑
念をもつようになった時であっただけに一層強い力をもってかれらの心をとらえた。か
れらの政治的理想は実践の中でつくりあげられたというよりはより以上に哲学の土壊の
うえに育てられたものであるために，かれらはまたすぐに他の諸国の欠陥や影の部分に
つよく注意を向けた。すなわちかれらはイギリスの土地ーないし貨幣貴族制に対抗する
アイルランドの苦しみや，フランスの恐怖政治，共和国スイスにおけるイエズス会士の
努力といったものを注視した。あらゆるこれらの体験はかれらの愛国的な願望や理想と
コスモボリティシュに (inKosmopolitische)結びつき，そしてかれらは全ヨーロッパ
の社会的基礎に対して宣戦を布告した。要するに今日の保守的政治の多くの代表者や，
ドイツの現在の政府指導者が育ったのとまさに同じドイツの’ブルシェンシャフトの’構成
員が，外国では愛国的熱意から社会（主義）理論の伝幡者であり指導者となったのであ
る。このような転身は少なくとも， ドイツの学問に対する畏敬の念という，かれらが祖
国から持告だした唯一の財産を，新しい運動へそそぎこむという好結果をもたらした。
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なおこのメモで注目すべき点は， かれが共産主義， とくにドイツ哲学の素
養をもっている共産主義者に対して一面的ではあるが好感を抱いたことであ
る18)。それとともにより重要なのはかれじしんが共産主義に対して一定の拒
人間のまった＜霊的な規定および人間の資質の不同性や多様性はかれらにとってなお疑
いえない基盤であった。フランス人が社会の革新によって達成しようとした平等は，か
れらにあっては生存資料の所有の面に限定されていた。すなわち肉体的な労働や分業は
霊的目的の手段であり，単なる飲食の手段とは考えられていなかった。共産主義的体制
はいわば古代の奴隷制にとってかわるべきものであり，各人ははるかに僅かな労働負担
によって十分な生存資料を保証され，かって自由なアテーネ市民がそうであったよう
に，なによりも学問，芸術および公益に専念できるようにならなければならない。アウ
グスト．．ベッカーは，「アテネは共産主義を知らなかったために滅び， スパルタは学問
をなおざりにしたために滅んだ」と言っている。」
このような見解はすでに1846年4月．のメモの中に素朴な形で書き止められており，主
要な個所は表現も同じである。このことは1848年の著書の後半部分を占める，かれの社
会主義，・共産主義批判の基本理念に， ロンドンでの経験が影響を与えていることの証左
となろう。さらにかれの経済学方法論の展開が，のちにのべるように社会主義，共産主
義批判と密接に関連しているとすれば．このメモのヒルデプラント研究上の価値は極め
て大きいことになる。なおこのメモの全文の試訳としては，拙稿「ヒルデプラントとド
イツ共産主義者教育協会」，『千里山経済学」第2巻第1号， 1968,21ページ以下参照。
13)かれは前註で引用した文の少しあとに， "Diefranzosischen Sozialtheoretiker sind 
Materialisten, die . deutschen dagegen Humanisten; jene wollen Herrschaft 
der lndustrie, diese Befreiung von der lndustrie. Jene erkennen die lntelligenz 
nur als Beforderu~gsmittel des sinnlichen GenuBlebens an, diese betrachten 
sie als Zweck aller Geniisse."と述べている。かれはまた他のところで (S.274 f. 
ゲーリッヒ編版s.223f.)社会主義的経済理論 (sozialeWirtschaftstheorien)の貢
献についてつぎのようにのべている。「それ（社会主義的理論）はスミス理論 (die
Smithsche Lehre)の基盤となっている土台，すなわちそこから公益(dieoffentliche 
Wohlfahrt)がおのずと生ずるはずの利己心の神格化が支持しえないものであり脆弱な
ものであることを示すことに成功している。それは各個人を社会に結びつける倫理的な
紐帯が不可欠なものであることを明らかにし，またあらゆる私個人および社会全体の経
済的機能はその他のあらゆるものの機能と同様に倫理的な基盤を必要とし， したがって
人間社会の究極の目標を正面から考察する学問がかならず必要であることを示した。そ. . . . . . . .. . . . . . ......... . 
れは一言でいうならば，経済学は決っして人間の利己心についての自然科学ではありえ
．．．．． 
ず，倫理的科学 (eineethische Wissenschaft) でなければならないという見解を経
済学者に強要した。」
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離を保たざるをえない，みずからの「市民」意識をこのメモのなかで確認して
いることである14)。このように1846年のロンドンでの見聞はかれが社会主義，
共産主義に対する態度を決定するさいに大きな影響を与えた。
まえにも述べておいたように，かれはこの頃よりも以前に，多分未だ総長職
にある時から， 1848年に公刊する著書の構想をかためつつあった。そしてすで
にその前半の部分は章節の構成も半ばできあがっていたであろう。そしてかれ
がこの旅行から戻ってから，この著書の序文がかかれる 1847年の 12月にかけ
て，わずらわしい政治的な問題ともかかわりあいながら，著書の後半の社会主
義，共産主義の理論に対する検討をすすめてゆく。かれの主著の後半で主とし
てとりめげられる著書は， エンゲルスの『イギリスにおける労働者階級の状
態』 (1845年）とプルードンの『貧困の哲学』 (1846年， ドイツ語訳1847年）で
ある。しかしかれは1846年の夏以降の時間をこれらの著書の検討にのみ使用す
ることは許されなかった。かれは未だ Vice-Prorektorであった。かれがマー
ルプルク大学に移った1841年に，この大学に入学したカール・クニースはこの
年歴史学で学位をとった。ドイツの学期制からするとそれは，ヒルデブラント
がロンドンにでかける前のことであり， したがってかれは総長職にあったの
で，クニースを歴史学と国家学の私講師に任命することができた。かくして
1846年にはこの世紀の後半ドイツの経済学界の重鎮として重きをなす3名の人
物がすべて学界にその席を得ていたことになる。婦国後，かれの政府に対する
抗議の姿勢は，後任の総長によっても精神的にも支持をうけられない事態にな
っていった。 1847年の 1月， Vice-Prorektorの職を免ぜられ， 改選が行われ
る。そして以後はこの職の選任に対しても政府の干渉がおよぶことになる。
（とはいえ 1年後にはヘッセンも三月革命を経験する。）このような経過のな
かでかれは拘留され，不敬罪の疑いで取り調べをうける。 2月には教授職をも
免ぜられる。こうしてかれは革命の年まで前後一年半におよぶ刑事審問をうけ
14) V gl. Eisermann, a.a.O., S. 162. 
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ることになる。 1847年の後半にはかれは釈放されてはいるが，名誉を回復し，
旧職に復するのは48年の革命以後のことである。この間の事情は，娘婿コンラ
ットが義父ヒルデブラントの政治的ラデイカリズムに共感しなかったこともあ
って，詳しい資料が乏しい。この期間かれの学問上の精力はもっぱら主著の完
成に向けられていたであろうが，他方1848年にマールプルクから『フィ．リップ
大王治下の・マールブルク大学の制度と行政についての資料集』15)をだしてい
る。
この節を終る前にかれの家族関係についてすこし触れておこう。かれに
Adolfという息子がいたことについては， はじめに述べておいたが， かれは
芸術の分野では創作の面でも理論の面でも大きな影孵を与え，その貢献によっ
て1904年に vonの称号を受けている。その Adolfは， ヒルデプラントがよ
うやく仮りの自由をえた 1847年の10月6日に生れている。 Adolfの他にも
Richard という息子 （前出） と Else という娘がいたことは分っている。
Richardも Elseもそれぞれ秀れた経済学者になっている。前者はヒルデプ
ラントが1863年に fahrbucherJi加rNationalokonomie und Statistikを創刊す
ると，はやくもその創刊号に BenjaminFranklin als Nationalokonomと
題する長文の論文を発表し，『年報』の創刊を祝っている。その時 Richardは
すでに学位を得ているから， Adolfより年上であることは確かである。娘の方
はこの『年報』の二代目の編集者と結婚し， Vereinftir Sozialpolitikの結
成にあたっては，父ヒルデブラントの招聘にー役かっている。かの女じしん社
会政策論者として秀れた業績をのこしている。わたしは目下のところヒ）レデプ
ラントの結婚の年月さえ知らない。子供についても三人以外にいたのかも知れ
ないが手元に有力な資料がない。ただ妻子とも1850年までは，マールブルクに
住んでおり，その後ヒルデプラントの亡命先であるスイスに移っていることは
15) Urkundensam叫'unguber die Verfassung und Verwaltung de,: Un_iversitit 
Marburg unter Philipp dem Grossmuthigen, Marburg 1848. 
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確かである 16)0
主著『現在と将来の経済学』の出版の事情その他については，かれの1848年
からのはなばなしい活躍ぶりとあわせて次節で検討することにする。
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